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こ
ん
に
ち
は
。
お
蔭
さ
ま
で
衆

議
院
議
員
と
な
り
、
一
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。 

私
は
通
常
国
会
に
引
き
続
き
、

今
般
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
も
、

衆
議
院
財
務
金
融
委
員
な
ら
び

に
内
閣
委
員
を
務
め
、
国
家
戦
略

特
区
、
公
務
員
制
度
、
特
別
会
計

等
の
審
議
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。 

 
 

                

          

昨
年
末
か
ら
、
安
倍
内
閣
は

「大
胆
な
金
融
政
策
」「機
動
的
な

財
政
政
策
」
「
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
成
長
戦
略
」の
「三
本
の
矢
」

を
一
体
的
に
推
し
進
め
、
実
行
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

東
京
開
催
も
決
ま
り
、
日
本
人
の

多
く
が
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
分
か

ち
あ
え
、
よ
う
や
く
視
界
が
開
け

て 

                

          

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に

日
本
経
済
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的

な
成
長
軌
道
へ乗
り
、
私
た
ち
は

そ
の
巡
航
速
度
を
持
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

一
方
で
一
〇
月
、
総
理
は
来
年

四
月
か
ら
の
消
費
税
率
を
予
定

通
り
３
％
引
上
げ
る
閣
議
決
定

を
致
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
二
〇

二
〇
年
度
ま
で
に
基
礎
的
財
政

収
支 

                
収
支
の
黒
字
化
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
当
然
、
東
京
五
輪
開
催
後

も
、
日
本
の
経
済
・社
会
・財
政
は

後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

五
輪
が
華
々
し
く
終
わ
れ
ば
い
い

と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

国
際
社
会
か
ら
も
注
目
さ
れ

る
、
「経
済
成
長
」と
「財
政
健
全

化
」
の
両
方
を
や
り
き
る
。
課
題

先
進
国
と
い
わ
れ
る
私
た
ち
日
本

の
挑
戦
で
す
。
社
会
保
障
や
防
衛
、

公
共
投
資
と
い
っ
た
公
的
部
門
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
精
度
と
実
効
性
を

高
め
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
信
頼

で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
整
え
、

民
間
部
門
の
自
律
的
な
好
循
環

を
実
現
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

同
時
に
、
い
ま
は
、
地
球
の
自

然
現
象
と
人
間
活
動
の
相
互
性

に
答
え
を
見
つ
け
る
と
き
で
す
。 

                 

ス
ー
パ
ー
台
風
の
よ
う
な
特
別
警

報
が
発
せ
ら
れ
る
自
然
災
害
が

頻
発
す
る
昨
今
の
状
況
か
ら
し
て
、

従
来
の
災
害
対
策
の
見
直
し
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
原
発
の
汚
染
水

対
策
や
土
を
は
ぎ
取
る
除
染
と

い
っ
た
再
自
然
化
、
Ｐ
Ｍ
２
．
５
（微

小
粒
子
状
物
質
）の
対
応
に
も
真

摯
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

日
本
の
進
路
は
、
や
さ
し
く
は

な
い
で
し
ょ
う
。
ナ
ロ
ー
パ
ス
で
す
。

こ
の
狭
く
難
し
い
道
を
一
歩
一
歩
、

確
か
な
足
取
り
で
前
進
し
て
い
く

よ
う
、
私
は
全
力
で
臨
ま
せ
て
頂

く
所
存
で
す
。 

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
私
ど
も
の

活
動
に
対
し
て
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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衆議院議員                  自由民主党神奈川県第９選挙区支部版 

 

 

 

進
も
う
！ 

こ
こ
ち
よ
い
日
本
へ
。 

中
山
の
り
ひ
ろ
、
今
日
の
課
題
と
展
望
を
語
る  

  

中山展宏 （ なかやま のりひろ ） 

プロフィール 
 

昭和43年9月16日 兵庫県西宮市出身 

香川大学教育学部附属高松中学校、香川県立高松高校、

青山学院大学理工学部経営工学科卒業、早稲田大学大学

院ファイナンス研究科中退。 

銀行系証券会社債券部にて金融市場分析、国債・金融デ

リバティブのディーラーとして金融市場の最前線で働いた

後、政界に転身。衆議院議員公設第一秘書。 

平成 21年、公募を経て衆議院選挙出馬。自由民主党神奈

川県第九選挙区（川崎市多摩区・麻生区）支部長。 

平成24年、衆議院初当選。 

現在、衆議院財務金融委員会、内閣委員会に所属 
 

家族は妻と愛犬。趣味はテニス、料理。 
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自由民主党神奈川県第九選挙区支部 【 川崎市多摩区・麻生区 】 

衆議院議員  中山のりひろ 事務所 

〒214-0014 川崎市多摩区登戸2663 東洋ビル５Ｆ 

TEL ０４４－３２２－８６００   

FAX ０４４－３２２－８６０１ 
 

国会見学 受付中！  

少人数でも、お一人でも！ お子さまも。 

お気軽に 中山のりひろ 事務所までお問合せ下さい。 
 

後援会員・自民党員 募集中！  

（入会無料）     （年額4,000円） 

 

 

 
 

衆議院第一委員会室を案内する中山のりひろ代議士 
 

 

 
 

 

 

写真で見る 中山のりひろ  
 

 
 

5月8日、中山のりひろ後援会の設立パーティー。 

甘利明・経済再生担当大臣、参議院選挙への出馬間近

の島村大氏他とともに舞台上に並び、自民党躍進、日

本復活の想いを込めて気勢を上げる。 
 

 
 

7月14日、第14回多摩消防団消防大会。 

日々の訓練の成果を拝見させていただく中で、日頃よ

り地域の安心・安全をお支えいただいている消防団の

皆様を激励する。 
 

 
 

10 月 20 日、新百合ケ丘にて川崎市長選挙の応援演

説。雨の中、自民党推薦のひでしま善雄候補の支援を

訴える。現職・阿部孝夫市政の継承・発展を目指すも、

有権者の理解を十分に得ることは叶わず惜敗。 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

5月26日、麻生区少年野球連盟リーグ戦閉会式にて。 

子どもたちを育てていくには、地域の絆が欠かせない

ものであり、スポーツを通して、子も親も、そして街も素

敵な成長を遂げていくことを願う。 
 

 
 

8月6日、臨時国会会期中の議員会館事務所にて。 

川崎市商工会議所の山田長満会頭より、川崎縦貫道路

等の早期整備に関する要望を受ける。川崎市の将来

像について意見交換。 
 

 
 

11月1日、TBS「サタデーずばッと」の取材。 

川崎市長選挙の結果の原因を探る記者に対して、これ

までもこれからも、逃げることなく真摯に地道に有権者

と向き合う姿勢の大切さを語る。 

 

 
 

 

  
 

 
 

7月5日、新百合ヶ丘駅前に小泉進次郎・党青年局長を

迎えて演説会。参議院選挙2日目、島村大候補の応援

に入り、日本再生のため、ねじれ国会解消の必要性と

新しい自民党をアピール。 
 

 
 

9月8日、登戸稲荷社の秋まつり。 

台和太鼓会館から出発する曳き太鼓の列に加わる。 

昨年新調された川崎一の大太鼓。地域の絆を手に感じ

ながらの秋の一日。各所のお祭りをまわる。 
 

 
 

11月3日、中野島連合・大運動会の開会式に参加。 

あらゆる機会を捉えて、地域の皆様に、いま、政府・自

民党が取り組んでいる課題や考え方をわかりやすくお

話させていただいています。 

 

この半年間の活動の一部を紹介します。 

 

 


